
いやです、だめです、いきません 」

ももは学校へ行くとき、教科書やノートをぜーんぶ
ランドセルにつめて行くくらい、わすれものをしてないか
しんぱいでしんぱいでしかたがありません！
にもつがいっぱいのももを「ヤドカリみたいだな」と言う
クラスメイトのかずまくんは、いつもランドセルの中が
かるそうです。いったいどうしてなんだろう？

ジュディス・カー　 作
晴海 耕平　        訳
童話館出版

工藤 純子　　作
吉田 尚令　　絵
金の星社

おきゃくさんが少なくなってしまったふくやさんに、コート
を作ってほしいとたのみに小さな女の子がきました。
たのんだとおりにかた紙をとってみると、なんだかおかし
なコートになってしまいました。女の子がかならずつけて
ほしいと言った「あるもの」とはいったい…。
さし絵のふんいきとぴったり合った、心があたたかくなる
お話です。

メル・エリオット　さく
三辺 律子　      やく
岩崎書店

堀 直子      　作
神山 ますみ　絵
小峰書店

国の中で一番いいイスをきめるコンテストでゆうしょう
したいと思ったタバーは、おしろをめざして元気よく
たび立ちました。
でも道のとちゅうでこまっているイスたちをたすけて
いると、むすんでいたヒモもゆるんできて、しんぶんし
もどんどんへっていってしまいました。

　しょうがっこうていがくねん《１・２年生》のみなさんへ
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えほん

「おちゃのじかんにきたとら」
ちいさな女の子のソフィーとお母さんがお茶の時間にし
ようとしていたところへ、おなかをすかせた大きくて、
毛むくじゃらのトラがやってきました。とつぜんのトラの
ほうもんにおどろくことなく、いっしょにお茶をのむことに
なりましたが…。
出版（しゅっぱん）から50年いじょうたった今も
世界中（せかいじゅう）であいされている名作絵本です。

としょ

「しんぱいなことがありすぎます!」

えほん

「三びきのやぎのどんけろり」
はしの下にすんでいるトロールはおなかがペコペコ。
そんなとき、小さなヤギのどんけろりの１番目が
足音を立てながらはしをわたってきました。
トロールは、ヤギをどうやってりょうりして食べようかと
考えますが、目の前のガリガリにやせているヤギから
もっと大きくておいしいヤギがいると言われ・・・。

としょ

「しんぶんのタバー」

マック・バーネット 文
ジョン・クラッセン　絵
青山 南             訳
化学同人

萩原 弓佳　　作
小池 壮太　　絵
PHP研究所

えほん

「マチルダとふたりのパパ」 パールの学校にてん校してきたマチルダには、
パパが２人いて、うちとはちょっとちがう、すてきな
生活をおくっているのかなあとそうぞうしていました。
ある日お家にしょうたいされ、大きなきたいをふくらま
せて行ってみると…。
どうせいのりょう親をもつ友だちとの出会いで、家ぞく
のかたちはちがいがあるけれど、大切なことは同じ、
ということに気づきます。

としょ

「こうえんどおりのようふくやさん」

食べるのがおそいかすみが、何とかきゅうしょくを早く
食べおえて、先生の作ったおむすびを一回でいいから
食べてみたい！と思っていますが、きらいなものが多く
ておそいかすみにとっては、おにぎりを食べることは
たいへんなのです。
そこで、食べるのが速いげんちゃんに弟子入りして食べ
るための作戦会議（さくせんかいぎ）をはじめました。

雪のかくれんぼ

小宮 輝之　     監修
小峰書店

山本 悦子　       作
下平 けーすけ　 絵
 PHP研究所

えほん

「あぶないときは
「あぶない人ってどんな人？」「あぶない場しょはどんな
ところ？」もし、あぶないめにあいそうなときどうすれば
いい…？とお母さんにきいたり、クイズや合いことばなど
わかりやすくイラストで、子どもが自分で自分のみをまも
るためにやさしく学べる安全教育（あんぜんきょういく）の
絵本です。

としょ

「きれいずきのマグスおばさん」
マグスおばさんはとってもキレイ好きで、今日は
スージーとどうぶつえんに行くはずだったのに、
家の中のそうじをはじめてしまいました。
服をあらって、床をみがいて、イヌもネコもあらって
ジュータンもカーテンもあらおうとしています。
２人はどうぶつえんに行けるのでしょうか？

イーディス・サッチャー・
ハード　　　　　　　 ぶん
クレメント・ハード え
小宮 由　　　　　 やく
大日本図書

えほん

「見つけよう生きものかくれんぼ ６」

さまざまな生きものたちが、すがたをかえたり、あなにも
ぐったりとくふうをこらして、まっ白な雪原や氷（こおり）の
中で上手にかくれているようすなどをうつくしいしゃしん
でしょうかいされています。
クイズのようにヒントがのっていますので、楽しみながら
さがしたり知ることができる本です。

としょ

「おかわりへの道
みち

 」

子どもの身をまもる
      ための本

清永 奈穂　        文
石塚 ワカメ　      絵
岩崎書店


